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豆'半島沖地表調査第一半民

はじめに

197逐年5月9胃午前8時33分ごろ伊豆半島南端の

南伊豆町をはじめとする伊豆半島一帯は強烈な地震動

に襲われた｡横浜で震度双東京でも震度皿などか

在り広範囲に震動が及んだ(第エ図)｡地震直後の気象

庁発表によればこの地震の震源は伊豆半島南端の肩廊

崎の南方互O数鉦膿深さ約20脇の海底下にありマグニ

チュｰド6-8とされた｡そのためこの地震は気象

庁により197逐年伊豆半島沖地震と命名された､

この地震による被害はほとんど南伊豆町に集中して

起った.死亡者(行方不明を含む)は29制こ達し至968

年の十勝沖地震(死者50名)以来の記録となった｡被

害を受けた家屋は全壊半壊を含め20C月余り(5月夏3

員現在南伊豆町災害対策本部しらべ第至表参照位置

は第3図参照).これらはすべて同町のみの被害であ

る.南伊豆町に隣接する下顕市と松崎町では落石や

地震動のために家屋に若千の被害は生じたが全般的

には軽微であった.この意味では今回の地震は局地

地震の典型的なものである.新聞校とでは値下型地

震"の例としてキャンペｰンされたカミ内陸部またはそ

の近くで浅い地震が生ずればその直上部に住む人にと

ってはそれが直下型地震となるわけである.

私達は地震の4日後に南伊豆町におもむきもっぱ

ら地質学的な立場から予察的な調査を行なった.調

査の目的は次の2つにしぼって行なわれた.その第
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1は南伊豆町の各地で発生した地すべりや山くずれ災

害と地質および地質構造との関係をしらべることであ

り第2は局地地震としてほその規模がやや大きかった

ので地殻変動が起っていないかどうかを確かめること

である｡きわぬて短期闘の調査ではあったが私達は

過去のどの地震調査ぽも塞して強烈な印象を受けて帰っ

てきた｡ここではとりあえず第一印象の婁豪に地

殻変動と災害のごく概略をばしり書きしておくことに

しよう山

地震のあらまし

詳しいことは今後の発表をまたね凄ならないがここ

ではとりあえず本震後約2週間のあいだに入手するこ

とのできた情報を紹介しよう.

まず本震の震源位置であるが地震当冒の気象庁の発
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表は東経138.8｡北緯34.5｡深さ20k㎜マグニチュ

ｰド6.8であった.ごの位置はまえに述べたように

石廊崎の南南西約13kmの海底下であった.しかしこ

の値は約1週間後に改訂され東経138.8｡北緯34.6｡

深さ20kmとされた.この位置は前の震央よりも北に

移り南伊豆町の入間あたりの海崖すれすれのところと

.なった.同じ頃地震研究所が決めた値もこれとほぼ同

じで東経138.46'北緯34.37'であるが深さは3km

といちじるしく浅く決められた.このような震源位置

の推移は私達にとってはは泣はだ興味ぶかい｡とい

うのはあとで述べるようぽ今度の地震では陸上に明

瞭な断層が生じたため私達の実感としては最初の気

象庁発表よりは震源は陸に近く浅いのではないかと思

ったからである曲

その後ほぼ最終的な気象庁の発表では発震時:5月9目8時

33分27.3秒東経138.48'北緯34.34'深さ10k加マグニチ

ュｰド6.9とされた.

各地における震度の記録は第1図のとおりである.

このうち震源にもっとも近い石廊崎測候所の震動につい

て同所の方幻こ伺ったところ'叩一ンという音ととも

に体カミ宙に浮き上げられるような強い振動を感じしば

らくは物はしがみついているのがやっとだった"という.

しかし建物そのものにほさしたる被害はなかったので

震度V(強震)としたとのことであった.ほかの地

元の人々の話でも大ていドｰンという大砲のような音

をきいてから振動がきたという.ただしまれには

振動を感じてから音をきいたという人もあった.南

伊豆町の南～西海岸部あたりほ建物の被害からみても
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震度VI以上はあったように見えた.気象庁の震度階の

表によれば断層や地割れの生じたような場合には震度

wの激震とされているからごくせまい範囲ではあるカミ

これらが現実に生じた石廊崎の部落の震度は想像以上の

ものがあったであろう.建設省や地震研究所の調べに

よると有廊崎から入間にかけては局部的に0.4Gの

加速度をうけたところカミあると推定されている､

余震については石廊碕測候所の体感による記録カミあ

る.第2図に示すように次蜘こ落着いてきているさ

まがうかがえる｡大き枚余震は在かったようである.

なお同側侯所には地震計カミ設置してあったが本震と

同時に振り切払てしまった山また同側侯所の方冷の

談によれば本震から2時間半ばかりの午前!1時頃まで

は切べつまく放しに揺れているような気がして"余

震の記録ができなかづたがさいわいアネ沼イド気圧計

の針の振れが自記されていたために余震回数を知るこ

とができたという皿第2図はそういう苦心の記録なの

である.

地震蕨層の出現

今回の地震で地学的にもっとも著しいできごとは

断層ができたことであろう｡

私達は実のところ今回の調査にでかけるときには

断層恋どの地殻変動は“しかするとあるかもしれな

い"程度であまり期待できたいと考えていた､とい

うのは地震のマグニチュｰドと地殻変動が生ずる範囲

には統計的にみてある関係カミあり檀原(エ966)によれ

ば地震のマグニチュｰドを〃とし地殻変動の範囲を

球とみなしたときの半径をブ(Cm)とすればザと〃と

の関係は
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れていた崖面のうち南側の部分が稲葉さん宅の方(西方)

へ相対的にせり出してしまった(表紙および写真至2

を参照).断層の走向は約N75.W傾斜は8C竈S右

横ずれ変位量は32cm重直変位量は南側上り(政側落

ち)14cmで逆断層成分をもつ右横ずれ断層といえよ

う.断層面はおどろくほど平滑で断面はシャｰプな

直線状を呈し1cm内外の断層粘土以外は両盤ともに

硬い凝灰角礫岩からなり破砕帯が生じた穣子は量った

く見らオしず蜜た断層がQを闘い牟様子も匁かった､

しかしよく見ると凝灰陶礫岩に含まれている岩塊は大

小さまざまであるのに断層に沿うユ0cmほどの間は岩

塊が小さくサイズが揃っており現在は完全に固結して

しまったが過去に破砕作用をうけたらしい二とがわか

った.また穂葉さんの話してはこの位置に1幅せま

い粘土帯を1まさむ割れ員ははじめからあったとのこと

で近い過去にも清動したことが推定された｡

この場所ではつき出た側(南側)の断層粘土面に断

層運動によってできたと思われる条線がついていた(写

真3).複雑な形をしているか

その形からごく大まかに推理して

で西方へ動レ)て現在の南上り右ず

れのセンスと扱ったようをこ見える,

同じような断層の露頭は稲葉

さん宅の北西方約400蛆の地点(第

遂図のB)にもあらわれた､こ

こは渡辺武雄さんの農具小屋の裏

響纂蟻

麟層販(鵜圭)1こつ紗ち舵花幾糠ξ飯滋油繊)

擦難溶鞍溺の鱗慧を琢す(須廊臓籟繁慈ん毛嚢)

写輿⑳

秀等風化し淀隷

盤1こ堂仁淀地籏

離層ζ看廊臓

鍍辺戴擁さん方

鋤鰹慧の蔑)

塚輿蟻)

鰯級鰯鰯

秘鋤燃宥ずれ

を系す�
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手の小さ在崖である.ここでの走向は約N50.W傾

斜は85.Sないし垂直右横ずれ変位一量は約40･㎜垂

直変位量は北側落ち約五5㎝王でずれのセンスはA地点

とまったく同じである(写真遂5)｡断層面はかすか

にうねっている様であるがやはりシャｰプで平滑であ

り3～4cmの断層粘土がついているのみで破砕帯な

どを伴ってはいない.両盤は強く風化しているが凝

灰角礫岩からなる基盤岩であることには変りない.

なおこの断層は西隣りの鈴木幸一さん宅の床下へと続

いている.

写輿⑥

勉獲断層の直上

に建てられてい

た崖宅(渡辺よ

為予さん宅)の

二重:台の地客jれ

手簡側の地盤が

約15c醐沈下し

かつ左側へ'動い

走

写真②1

鋤嬢断層の窟上一

に空1二危地割れ'二

(渡辺よね子さ

ん宅)

たる木と概の'

梼1が煮霊葦)簑

にひずんだ

写真⑧石廓勝の地麗断種直上部にでき走遺跡の宥横ずれ

写輿⑱塚算⑧⑳鉱夫灘秀�
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AB爾地点を直線で績ん定地帯は今国の地震で家

屋の直接的被害がもっとも著しかった.前記の稲葉さ

ん宅では赦狐の重直変位緕直接家の危わみをなって

あらわれた昔渡辺よね子さん宅(第遜図C地点)では

床下におよそN如w方向の大きな亀裂が雁行状にでき

いずれも東側秘沈下し蕊～鋤搬のqをあ咳ていた､

まさにこの位置紀断層か生じ危ことほ床の海とたる木

のつくる擦子型め粋紐み然采行田遁形をな簑右横ず

れの変位を受は花ことを示して診吹簿玄関前の地盤が

約15･磁北側落ちの段ちがいになっていることから察せ

られた(写真67).そのほか道路に右ずれのセン

スをもつ亀裂が生じたり(D地点写真89)畠の

うねが水平に25c㎜くらい右ずれに喰いちがったり(E

地点写真10)など表土の下に断層カミ生じた証拠はき

わめて多い.石廊崎の人々にとってはまさに“床下

地震"という言葉洪ビッタジするほど断層による被害

は大きかった帝

A一思を結ん流部分の外側てばこ牝と同様匁断層は

見られなかったが淀と免ば亙･曾地点および南東延

長部の海岸では今回の地震で岩盤紀直接亀裂餅生じて

おりこの付近紀断層浜通過していると思われる岳

大き匁地震派内陸部で起ったときぽ地表記鞍層が生

じた例は少なく匁い｡げれどもその多くは畠や道路

のずれや隆起1鵬没として員撃されており今回のよう

に硬い基盤に断嬢添できその変位量を歪確1びら走

られた例はきわめて珍らいはう紀思う珪裏危私

達にとって驚き芯つ淀のは変位嚢1添少ないとはい克

断層面カs破砕帯匁とを伴わずナイフで拳かんを切った

ようぽシ考一プ紀切れていることであった昔今後の

研究対象として貴重な隊層であるように思う｡濠た

横ずれ断層か数科書εお幻こほぼ重直/こ近いことも勲

象的であっ淀由私達ばζれぬ看廓鰭幾層の名を

与えたい.

私達ははじめ看廊騎断層の延長を串木村逓凄でしか認めら

れなかった秘地震研究所や1東京都立大挙の調査では入間地

区においても肩廊騎地区とほぼ同様の方陶と変位のセンスを

もつ飯層の露頭鳶耀めら牝結局この離

層の全長は5｡弦狐〕以上あるご肋狛秘つ

淀｡婁淀ごの圭隣傲こ平行して閥糠

な着ず紅を示す副次的な断層も発見され

淀､のちに私逮もこれらの露頭を確認

すること秘で慧た｡

凄花東濠大学の地球物理学教室や地驚

概の観測(帯閥発表)1はれ濠余震も

南伊豆区の預擁濠付近を宥廊臓断層とほ

ぼ平行す詞舷一高東方肉に書松吹並

んでお夢孫廊崎隊層杉本題の藪層藤そ

の亀のである可能徴を裏付紡ている,

さら紀気象庁/こよる本震の発震機構のう

ち翻蔵の一つ熔N鵡聾螂で菱薫は重慶で

あ夢石爾蜘壕礪の方1海およびセンスと

調和的である｡

写真⑱童鍛断層の滝上納畦昧蜜のう躯の泰穣ず叙(約腕m)(石廊臓)�
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予想されていた渚断層

第5図には伊豆半島の概略の地質と地質構造が示さ

れている(垣見ほか1973による).凡例で見られるよ

うにほとんどが火山岩および火山砕屑岩からなるが

まれに泥岩や砂岩カミ挾まれている.

第6図は伊豆半島の活断層の分布を表わしている｡

このうち北部は松田(1972)南部は村井曲金子(1973)

カミ示したもののうち横ずれ断層(推定されるものを含

む)だけをと!2出したものである､活断層とは広い

意味では第四紀に活動した証挽のある断層をいうが

“活"断層の語感から想像されるように狭い意味でほ

第四紀後期に活動し将来も動く可能性のある断層とし

て扱われることか多い.地震のときに変位を生｡た証

批のある断層を地震断層というが狭い意味の活断層は

将来地震断層に匁る可能性を持っているといってよいだ

ろう.

北伊豆地方に現われているようにこの地域の横ずれ

活断層は南花または北北東方肉のものか左ずれ北預

または西北西方向のもの添右ずれでこの両者か共役の

活断層系をつくっている岩村井･金子(獅3)茄示し

た南伊豆地方の活断層の方向は西北酉で右ずれと推定さ

れている,凌花この図1こば示していない添伊豆準島

中央部にも北伊豆地方と同じ方向とセンスをもつ共役

横ずれ断層系が存在しその一部は若い火山体を切るこ

とから活断層であることは確実である(北村ほか王969)山

このうち王93⑪年の北伊豆地震(ブグニチ皿…㌻｡O)

で丹郡断層か最大350C独に及ぶ左ずれ姫の湯断層

が最大エ20c独の右ずれを生じ定(松田獅2)苗匁お

第6図に示した丹那断層は数条の断層を総称し花もので

ある.今回の地震で現れた石廊崎断層は村井甘金子

が活断層として示した位置に予想されたずれのセンス

▲

愛腐山

よ

�

原

初

喰

第6図伊豆半島の活蛎繕(実線)および地籏断層(湯ギつ素実線)

底は松岡(工973)遣は村鉾･金子(1973)の図のうち織ずれ

断層(搬定部分を含む)のみを示すA･B地区以外に屯活歓

鰯は存在するが省鵬した

いるかもしれ匁いので)であると考えるものである｡

被害の諸頼と地質との関繰

被害のうち人命の損失と家屋の破損1焼失について

は第王表に示したとおりである｡29名の死亡者のう

ち王名(工事申のブ稼ック塀の倒壊による)を除きすべ

てが山くずれや落石によるものであったことは夏968年

十勝沖地震の例と蒙ったく嗣じである｡逆にいえば

地震動そのものによって倒壊した錬屋は案外少なく塞

たそれによる人命の損失も匁かったということ紀なる｡

放かには奇蹟的に助かった人もいるので油断はでき匁い

がこのような山間部の地震で恐ろしいのは振動その

ものより山くずれ邊落着など2次的災害であることを

示している｡

第δ図に示すように南伊豆町の地質はほとんどが

中新世後期の白浜樗灘から放!)ごく一部か第四紀久1山

岩(蛇着火1土;や石廊臓付近の玄武岩)から匁る､(詳

しくは薦螂8を参照されたい｡)｡沖積層抵ど未圃緕

堆積物はあってもごく薄くしたがって同町の地盤は一

般的1こば悪くはない｡ただし私達の調査した範囲て

ば入間地区のみが例外的である,ここは厚い砂丘�
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秒を後背湿地に埋めたてで人工的に造られたと思われる

地盤の上に家が建てられておリ土台そのものが崩れた

ために倒壊･損傷した軟弱地盤型の被害である.全

壊家屋数がもっとも多かったのもこのためである.

石廊1崎の被害は一部に落石によるもの(写真1112)

があるが大部分は断層による土台からの損傷と強震の

ためである.全壊こそ少たいが被害家屋数の多かっ

た妻良･子浦1大瀬荏とには活断層地形カミ認められる

ので断層の活動と関係があるかもしれない.今後の

調査がのぞまれる.

このほか地盤がよいのに損傷の目立つのは土蔵･

古い石造1〕の家･ブ㍗ソク塀･鳥居匁どの重いわりに

もろい構造物である(写真正3王41516など)咀瓦屋

根などもこの部類に入るかもしれない(写真17)､

中木地区の27人のいのちは地すべり性の崩壊によっ

て失たわれた.串木地区のうち東側の谷の段海畠にな

っていた西斜面が地震と同時にくずれ落ち土石流と

なって下方の部落を押しつぶした(写真ユ8互蔓)｡斜面

の大半は白色曲層状の細粒凝灰岩也軽看凝灰岩1同質

砂岩次とからなり最上部に凝灰角礫岩がのっている｡

凝灰岩の繧面は走向N25柳内外傾斜δ⑰～鮒s概で

地形斜面とはむしろ逆方向である苦しかしこの地形斜

写真籔屡象を押しつぶし恕凝灰携礫幾籔)資大匁藩腐(菊廊鵬)

写真⑫

写輿籔看灘鰭約沓い肩逢蔓望嬢の破損

写真⑭

写真籔を鐘遼してみ色ところ

ブ日ック撮の倒壊(南伊箆葬ir役場うら)�
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けれども4月中一ヵ月間の雨量は石廊崎測候所で232,

5mmを記録しており4月の平均雨量約160㎜mに比べ

てかなり多かったという.

聞くところによれば中木地区の人々はこれまでど

の地震や大雨にも崩れたことのない裏山を信じ｡て疑わず

“いざというときにはあの山に逃げよう"と思っていた

そうである.“今まで一度も崩れなかった"という理

由による過信は十勝沖地震の災害地(青森県)でも聞

かれた(黒田ほか互968)苦く悲しい思い出であった.

青森県の場合は1万年以上前に八戸火山灰層カミ降って

以来一度も崩れたことの改かった斜面カミ崩れたのであ

った､しかしよく調査してみるとあの地震よ夢はる

か以前に同じ火山灰層をすべり繭として崩れたところは

多数ありしかもそこは地震によって輯び崩れること

はなかったのである｡このことは凶くずれの鴻免疫

性"という考乏をみちびく､今蜜で崩れたことがなか

ったからこそ危険ではないかという発想で調査をすべ

きことを教えてくれたはずであっ危｡

しかしながら繊免疫性"の過信もま危殖険である.

“免疫"が得られたかどうかはその原因をなっ花地形

や地質条件添取り除かれたかどうか虹よって決窒るであ

ろうから.南伊豆町西端の伊沢の部落は私達の調査

に同行され定防災センタｰの大尺木氏によれば地形的

にみて大規模な土石滅堆積物のうえに建てられている疑

いがあるという山地元の伝謂紀もかつて今以上ぽ栄

えた伊沢が何か大きな災厄に見舞われ全減に近い被害

をうけたとある.それが正確にはいつのことかまた

果して土石流であったか否かの確証は遂に得られなかっ

たが数エ00年前に土石流カ溌生した可能性は大いにあ

りそうだと思った.そして周囲の急斜面や地割れの

状態を見たところでは規模は大きくはないがふたた

び崩壊の発生するおそれがないとはいえないのである.

被害の線状分布について

今回の地震で生じた大きな被害はだいたい南伊豆町

の南西海岸にそって細長く帯状に分布しているように

見える凸被害のすべてを観察したわけではないので

若干主観が入る躯私達にはこれらの被害添付燕出

金子(螂3)⑳指摘した2条の活蕨層(第6図参照)の

うえにだいたい乗っているよう紅思おれた山もちろん

個省の被害の主因恭断層の運動はあるといラのではなく

漂因がそれぞれ異なる被害茄線状虹並んでいることに

意味があると思われるのである｡被害の分碗地籍の至

つは石廊瞭一中沫一入間を籔ずぶ緑もう至つは妻良

一子清一落屠一伊浜につらなる線上に認められる出前

者が看廊崎隊層の土にのっていることはすでにのぺたか

看廊崎と串木を緕ぶ道路は至るところ損傷をうけ豪た

小断層が蒋活動したらしい形跡も認められ危(写真鋤｡

とくに串木付近でこの道路カ拓廊崎蕨層の延長部と交差

するあたりは道路の破損が全町内でもっとも著しがつ

写真嬢

蕗居地隊爽芳の慶

くず叙

新簸宇の象勧化�
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た(写真27).またこの付近のコンクリｰト擁壁の亀

裂カミすべて右ずれの変位を生じているので石廊崎断層

はここまでは活動したことは確実であろう.また入

間では家の損傷はもちろん海岸の落石や岩盤に新ら

しく生じたと思われる亀裂も観察された(写真28).

もう一つの妻良肚伊沢間における家屋の被害や海岸

の山くずれについてはすでに述べたが海岸沿いの山陵

部を走る有料道路(マｰガレッドライン)の破損も著し

かった(写真2930).海岸沿いの崩壊由落石はもとよ

り地山に生じた亀裂も数多く観察された(写真班),

内陸で発生した地震によって線状に被害が分布した

例はしばしば観察され(地下における)断層の活動を

暗示しているとされている.今回の地震では短区間な

がら断層が地表で確認されたがその延長部では断層が

できてい粗いかどうかまた線状の被害そのものも

もっと量的に詳しく調査する必要カミあろう.

あとがき

伊豆半島沖地震は

写蔦嬢地麗で嗜馳吹可能性のあるノ1嚇溺地

酒方胸像斜は緩やかで鰯放挫碑沫

一節廊11暗間道路の寧本入湯絃逝)

写輿嬢

磁北挫急嬢錯で醐凄乎撮総主フイ次ム

を雑則嚇鰯地麗脚ζ1ま鰯青磁かつ走

を溺)扱叡ス鰯地震ク帽ε坂騒遺付近)

写真⑳中木地匿北部の県道め被客(石廊蹴逸襲断酒の直､と部1こあ走る)

地震学はもとより地質学曲地形

誰轄一'簸誰

写真⑧凝灰鷹礫静戸の閉放惟クラック(人聞海岸)�
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学･防災科学改どの立場から今後さらに充分な調査･

研究を行柾うべき示唆に富む地震である｡

地質学の立場からは何といっても看廊碕断層の出現

が重要であり1930年の北伊豆地震で起った薯象と規

模はともかくパタｰンの同じ事象が再び出婁したことの

意義は大きい.今回の地震の余震分布や発震機構が

この断層の動きとどんな関係があるのかまた北伊豆地

震と比較してどうか私達の最も知りたいところである山

また南伊豆地方で活断層とされたもの(村井･金子

1973)は主として直線的な地形(シニアメント)から

推定されたもので地質学的には未検討であった.活

断層系は伊豆半島の大き在地質単元の境となっておら

ず大構造とは一見関係が放いようでありしたかってそ

の出現の時期は非常に若いように見える.いっぽう私

達の一人山岡か調査したところによれぱ南伊豆地方に

は上記の活瞭層と同方向の小断層が白浜層群中に非

常に多く見られるのである吐地形に現われた活断層が

地質学的にどれ程の変位量をもちいつ発生したのか

また小断層とはどん放関係にあるのか果して大構造と

は無関係なのかなど今後詳しく検討していきたい呂

活断層と線状の被害との関係は防災の立場からも

緊急に一被害の印象が薄れ匁いうちに一詳しい調査を行
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なうべきであろう.地すべ聾や山崩れは地形宙岩質

･降雨などとの関係からその危険性が論じられてきたが

活断層との関係も重要な条件の一つであることを私達

は今回の地震で痛感させられたからである｡

この調査にあたっては多くの方々に協プルて戦いた｡なか

でも地元南伊豆町のとくに石廊崎測候所石廊崎地区伊

浜地区.入間地区の方受には貴重な体験を教えて裁いた.

また復興凄業に不眠不休の努力を続けられている商伊豆町役

場建設課長菊地春吉民および同課の方々には多忙をきわめる

恋かを現地の案内をして戦いた.叢た調査に同行された国

立科学技術防災センタｰの大八木規夫戻からは地すベリ等琢)

災害について種嫁の御教示をう/夕た｡なおNHK報道霧艦

班の武久農世最からは種冷の情報を提供して戦いた由これ

ら呪)方々に厚く獅孝脾し上げる山

(この原鵜は§素滋賢嚢での鯖報1こもとづいて作成しその後荷)必要最

小畷幻備灘を本文刺こ小藩字で練った)

(簸者らは地質部･応用地質部･企画室)
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